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来庁者駐車場への入
口を東側道路に設置 

⇒入出庫ゲートによ
る管理可能 

庁舎建物をできるだけ南
側に寄せることにより、北
側民家への圧迫感、日影
の影響を軽減 

⇒地上６階建となる見込
み、高さ28m程度 

配置図イメージ 

※３章導入機能で示した内容の実現性確認、具体イメージ共有のためのモデルプラン 

建物の南側にゆとりのある緑地・広場・休憩スペースを確保 
⇒道路からの景観にも貢献、四季の植栽が可能（敷地の3％以上緑化） 
⇒歩行者と自動車の動線を明確に分離 

来庁者駐車場の何台
かをEV充電対応とす
る（料金徴取） 

車寄せ 

来庁者用駐車場90台分を敷地内に配置 

⇒奥行きのある庇を設置し、車寄せとともに雨
に濡れないおもいやり駐車場（３台）を含む駐車
マス、入館動線を確保 
⇒緑化ブロック等による緑の駐車場（斜線部） 
※来庁者用の一部と公用車70台分は現庁舎敷
地に置く方向 

バス停 

西側か
らの左
折 

敷地を自主後退して利用
し、道路のゆとりを確保 

おもいやり 
P 

来庁者用駐車場の下部（地中）
に雨水流出抑制機能を確保 

1 

東側道路交差部であ
れば、道路拡幅なし
に右折レーンの設置
が可能となる方向 

入退館セキュリティ対応。 
⇒システムの導入 

東エリアからの
右折 

市民サロンと飲食ス
ペースを緑地と一体利
用できる南側へ配置 

来庁者用 
駐輪場 
（80台） 

十分な台数の屋根付き 
来庁者用駐輪場を確保 
（現状65台程度⇒80台） 

出入口 

職員専用 
出入口 

免震構造の揺れを吸収
するクリアランスの確保 

出入口 

車寄せ 

来庁者用 
駐車場 
（90台） 

来庁者用喫煙スペース
を設置 

N 

エントランスに面し
て乗降者用の車
寄せを計画 

守衛室による入退館セ
キュリティ対応・夜間窓口 
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１階・2階平面イメー
ジ 

※３章導入機能で示した内容の実現性確認、具体イメージ共有のためのモデルプラン 

2 

窓口部門を1～2Fに配置（市民課・社会福祉
課・地域包括支援課・介護保険課等） 
1～2Fを繋ぐエスカレータにより、窓口フロア
相互のスムーズな動線を確保 

入退館セキュリティ対応。 

⇒守衛室によるチェック、
入退館システム、夜間窓
口など 

飲食スペースと自販機
コーナーを併設 

多目的トイレは
オストメイト対応
とし、窓口フロア
は２ヶ所設置 

職員の更衣室は1～4階に設置 
休憩スペースをバックヤードに設置 

調乳用温水器（シンク一体タイプ）
のある授乳室を１・２階に設置 

子育て関連窓口付近、窓
口カウンターにも保護者
の視界に入るキッズス
ペースを設置。 

来客用カウン
ターはローカウ
ンターとする 

窓口部門に隣接して広さの
異なる個室の相談室を集約
して設置 
⇒複数の出入口を設ける 

戸籍や福祉等の関連窓口はカ
ウンターに仕切りパネルを設置 

広さの異なる複数室の
市民活動室を設置 

可動間仕切りにより、エ
ントランスホールとの一
体利用も可能 

エントランスを見渡せ
る場所に総合案内を
設置 

ゆとりのある待合スペース 

⇒テレビモニターやデジタ
ルサイネージを設置 

夜間や休日利用を想定した
ゾーニング計画 

気軽に利用できる
場所に市政情報
コーナーを設置 

ミニコンサートなど、
多目的に利用でき
るスペースを設置 

エントランスホールにて議会中継の放映 

エントランスホールに発電力の分かるモニターを設置 
⇒自然エネルギーの「見える化」 

市民がふらっと立ち寄り、くつろぎ、
談話できる市民サロンを設置 

階段 

EV 

人荷用 
EV 

出入口 

階段 

出入口 

職員専用 
出入口 

利便性に配慮
した位置にATM
を設置 

夜間・休日の区画ライン 

エントランスホールと吹き
抜けで繋がる、ゆとりの
ある待合スペース 

2階への 
エスカレータ 

職員の打合せ用会議室を
フロア内に設置 

簡易な打合せスペー
スをフロア内に設置 

窓口部門が集中する１・２階には 
職員用トイレを設置 

窓口部門の文書管理ス
ペースを執務室内およ
びフロア内に確保 

１階 ２階 
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３階・４階平面イメー
ジ 

※３章導入機能で示した内容の実現性確認、具体イメージ共有のためのモデルプラン 

3 

身障者対応EV
（15人乗）を2基
設置 

裏方用EVはストレッチャー 
対応可能な人荷用EVを設置 

休憩スペースを屋内・
屋外の各所に配置 

各階に中・小会議室、
打合せスペースを設
置 

各フロアの執務室はフリー
アクセスフロアとする。 

配線、配管ルートなど、維持
管理や将来更新が容易なよ
うに全フロア同位置に設備
室を配置 

市民の憩いの場となる屋上
テラスを設置（屋上緑化）。 

サーバー室は浸水対策も
考慮し、上階に設置。 

法務情報課が直接管理し
やすい配置 

仮眠室やシャワー室を設置 

⇒平常時は職員休養室として
活用。 

他フロアの職員も利用しや
すい階段付近に職員が利
用するスペースを集約 

執務室はオープンフロアとし、 

必要に応じて打合せや作業に個
室を利用する。 

市民の窓口対応が少
ない課を３階に配置 

３階 

４階 



応接室 正副
議長室 議員控室議員控室
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５階・６階平面イメー
ジ 

※３章導入機能で示した内容の実現性確認、具体イメージ共有のためのモデルプラン 

4 

屋上に非常用発電設備を設置 

災害対策本部の設置 
⇒平常時は庁議室として活用 

⇒危機管理課を近接配置し、災
害時の連携を想定 

会議室は可動間仕切りにより
一体利用ができ、100人程度
の研修会を行うことが可能 

災害時の対策として、
備蓄倉庫を設置 

車椅子利用者の傍聴スペース
を含め、傍聴席を確保 
⇒スロープの設置 

来場者を確認できる
位置に議会事務局を
設置 

屋上に太陽光パネルを設置 

委員会室は、可動間仕切りにより、 
２つの委員会が同時に開催可能 

一体利用により、予算・決算委員会
や各種会議に活用 

議場を中心に議会関係諸室
を6階に集約配置 

６階 ５階 

一般来庁者専用通路の設置 

会議室を集約配置 

⇒災害時に消防団やボラン
ティア団体の一時スペース
としても活用 

議会の活動内容がわかる
図書・情報コーナーの設置 


